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■はじめに
平成２３年３月１１日１４時４６分頃，宮城県三陸沖を震源
とするマグニチュード９．０と日本観測史上最大規模の地
震が発生し，東北地方から関東地方の太平洋沿岸は地震
による波高１０m以上，局地的には２０mを超える巨大津波
に襲われ死者・行方不明者約２万人と甚大なる被害を受
けた。東日本大震災では地震，津波による被害に加え
て，東京電力福島第一原子力発電所で全電源喪失による
原子炉災害が発生し，大量の放射性物質の漏洩・拡散を
伴う重大な原子力事故が発生したために，前例のない巨
大複合災害となった。発災直後から長期間にわたり被災
者，被災地に向けて日本全国から阪神・淡路大震災を契
機としたDMATをはじめとして様々な形での医療支援
がおこなわれ，現在も継続している。富山大学附属病院
として，この国難といえる巨大複合災害に際し，病院長
主導の下，院内全診療科・部門および職員の総力を挙げ
ての支援活動が行われた。本稿では主に２０１１年末までの
９ヶ月の富山大学による医療活動について報告する。
■富山大学附属病院内の取り組み
３月１１日発災時は，富山でも長周期の大きな揺れが体
感され，遠隔地での強い地震発生が推察された。直後か
ら救急部医局に対策室を立ち上げ情報収集を開始すると
ともにDMAT隊員へ連絡し参集を呼びかけた。以後，
奥寺救急部長の指示のもとに救急部濱田が中心となり，
富山県医務課と協同して発災初期からDMAT派遣，さ
らに派遣したDMATの後方支援活動を行い，DMATの
帰還後も病院内外の情報収集と関係諸機関との調整作業
を続けた。
発災から時間が経過し甚大な被災状況が明らかになる
につれ，被害のなかった富山県では被災地からの患者受
け入れに備える必要があることが予測された。そこで３
月１５日には放射線部を中心として被曝医療対応について
の検討を開始し，被災した透析患者の受入に関しては富
山県透析医会のコーディネートに基づいて透析部での受
入れ体制が整えられた。また多人数の被災者受け入れの
必要がある場合には改修中の病棟を利用しての受け入れ
ができないかを検討するとともに，以後の被災患者受入
れや救護救援活動に関しては院内の対応窓口を総務企画
グループおよび救急部に一本化したうえで，富山県厚生
部との調整下で行う方針となった。その後宮城県，岩手
県，東北大学，筑波大学などからの支援依頼が病院長宛
に出されたことを受けて３月２４日からは病院長を代表と
する対策本部を立ち上げ救護活動の指揮・支援を行う体
制を整えた。
■富山大学DMAT（災害派遣医療チーム）の活動
発災直後よりDMAT隊員は救急部に参集し出動準備
を開始した。当初，若杉が先遣隊として県消防防災ヘリ
にて現地入りすることが予定されたが，視界不良で飛行
不可能と判断された。１６時３８分に富山県よりDMAT指
定病院（６病院）に対して派遣要請が出されたことを受
け病院長に確認許可を得て，本学からはDMAT２隊を
現地派遣する方針とし，救急部 濱田，工廣が調整員
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佐野，黒田とともに大学本部連絡要員として待機するこ
ととなった。３月１１日１７時４５分に第一隊（若杉，松井，
山下，松丘，波多野）が指定参集拠点である福島県立医
科大学附属病院に向けて公用車で出発。第二隊（長妻，
長澤）は２０時０４分に富山市民病院；医師１名，看護師３
名，調整員１名と合流して同じく福島県立医大へ向けて
出発した。
第一隊は福島県立医大へ到着後，より医療ニーズが高
いと考えられる岩手に向かうよう指示を受け，翌３月１２
日６時３０分に岩手医科大学に到着し，甚大な被害が予測
される沿岸部の状況視察・連絡と災害拠点病院である岩
手県立大船渡病院の支援活動の任務を支持された。大船
渡では救急受診患者への診療支援と大船渡市内避難所の
状況調査を行ったほか，壊滅的な被害のあった陸前高田
市の避難所での被災者トリアージをして岩手県対策本部
へ状況報告を行い３月１４日朝富山大学へ帰院した。
第二隊は平成２３年３月１２日１０：００に福島空港到着後
広域搬送に向けたSCU（Staging Care Unit＝広域搬送
医療拠点）の立ち上げを行い，クラッシュ症候群などの
被災者の羽田空港への空路搬送支援および福島空港に避
難している住民への診療活動を行った。３月１４日には福
島第一原子力発電所第１，３号機が水素爆発し近隣施設応
援の要請もあったが危険性を考慮し断念，現場判断で緊
急退避を決定し撤退。平成２３年３月１５日１２：００富山大学
病院へ帰院した。
■岩手県釜石市（富山県救護斑）での活動
富山県から被災地に派遣されたDMATリーダーが帰
富後の３月１５日に県厚生部と今後の被災地への医療支援
の方向性について協議が行われた。被災規模を考えると
長期の継続した支援が必要となると考えられるが，個々
の医療機関において単独で継続的に支援活動を行うこと
は無理があり，富山県が県内各病院に支援要請を出し
て，救護班を取りまとめて編成したうえで，被災域内の
一定の地区に継続的な医療支援を行う方向で調整が開始
された。県内に姉妹都市のある岩手県釜石市に対して支
援を行うことが決定され３月１７日から５月９日までに，
富山県内１６医療機関から１３次にわたり，延べ１３２名の医
療救護スタッフを派遣することとなった。富山大学から
は３月２９日から４月３日の第４次隊に医師，看護師，事
務員５名が高岡市民からの７名の隊員とともに派遣さ
れ，４月１４日から４月１９日の第８次隊にも，医師２名が南
砺市民病院からの４名，済生会富山病院からの５名の隊
員とともに派遣され，釜石市内の救護所での巡回診療に
あたった。
■茨城県北部での医療支援活動
茨城県北部，福島県南部の医療支援を行っていた筑波
大学附属病院より本学宛に医療支援協力依頼があり３月
２１日から３月２５日の期間に医師２名（小児科，第二内
科），事務員１名を派遣した。いまだ道路，燃料事情が
悪い中であったが公用車にて筑波大学付属病院へ赴き情
報収集，救護所で活動を行ったほか，筑波大学附属病院
の災害対策本部あてに医師派遣要請の出ていた茨城県北
部沿岸地域の県北医療センター高萩協同病院において診
療支援活動を行った。
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■宮城県気仙沼市における救護活動
東北大学病院より本学附属病院長宛に同一施設の医
師・看護師・薬剤師・事務員によるチームとして長期的
に継続できる医療支援の要請があり３月２９日から４月３０
日までの約１ヶ月間に７班，計４３名の医療チームを気仙
沼市へ派遣した。支援開始の時点で気仙沼市には救護所
２５か所，１３，０００人の避難者が残っていたが，徐々に事態
終息に向けて救護所の統廃合が進んでいた。富山大学の
医療班は気仙沼医療本部の指示のもとに避難者数約
１，０４０人と非常に大規模な避難所であるK-wave（気仙沼
市総合体育館）を，他の医療機関からの救護チームと協
力して継続的に支援担当することとなった。巨大施設で
あり施設内での仮設診療所による避難者への医療支援の
みでなく，生活環境に関する保健衛生活動も行った。
■宮城県石巻市での医療支援
国立大学東海北陸ブロックによる医療支援として，名
古屋大学が幹事校となり，富山大学，岐阜大学，三重大
学，藤田保健衛生大学が共同して５月７日から宮城県石
巻市にて活動を行った。富山大学からは医師２名看護師
２名薬剤師１名事務員１名の６名からなるチームを編成
し５月２０日から２６日，６月３日から９日，７月５日から
１０日の計３回にわたり医師２名，看護師２名，薬剤師１
名，事務員１名の編成のチーム派遣を行った。石巻市は
石巻赤十字病院の災害対策本部の統制下で沿岸地域を担
当し，避難所，仮設診療所の巡回診療を行った。
■考 察
東日本大震災では幸い富山県内の被害は軽微であり，
対外的な医療支援活動を行うことに支障をきたすことは
なかったため，発災早期のDMAT派遣から長期的な救
護所活動までを学内の多くの部門の協力を得て支援活動
を継続することができた。今回の震災での医療活動の内
容に関しては今後の報告課題とし本稿では本学付属病院
としての災害支援活動体制についてふりかえってみる。
今回DMATとして２チームを発災当日から現地派遣
を行った。このチーム編成に際して医師隊員の確保は比
較的容易に可能であったが，事務調整員の選定，看護師
隊員の勤務調整は困難であった。また医師についても救
急部所属以外の隊員の派遣調整に関しても問題があり，
今後のDMAT派遣を円滑に進めるためには，より幅広
い部署から多くの隊員養成を図るとともに，事前に有事
の派遣に関する院内での取決めとコンセンサスを得てお
くことが必要である。
発災直後からDMAT隊員を中心とした対策室は立ち
上げられたが，病院全体としての公式に対策本部が立ち
上げられたのは，発災から１０日以上が経過してからで
あった。今回の震災での被害は東北中心であり富山県は
隣接県ではなかったため避難してくる被災者も多くはな
く，津波災害の特殊性から死者数に比して傷病者は少な
かったため被災地からの重症者の域外搬送の受入れもな
かったため発災初期の段階で病院としての意思決定を迫
られる機会は多くはなかったが，東海・東南海地震，首
都圏直下型地震が予測される状況で，このままの体制で
は対応は不可能である。これまでの本院での防災マニュ
アルでは富山県内に被害がない場合の災害対策本部の立
ち上げに関する規定はなかったが今後は改変する必要が
ある。また現状では今後東海東南海地震などでより多数
の傷病者が発生した場合には，本院は災害拠点病院とし
て多数傷病者を受け入れる必要があることに関しての病
院全体としての共通認識が十分でなく，受け入れのため
のインフラも未整備で，今後は実際の対応に際しての院
内のマニュアル整備とともに，備蓄品（ベット・毛布・
食糧）や患者受け入れのためのヘリポート整備が必要で
ある。
富山県近代史において大きな災害を経験することはほ
とんどなく，このため自らが被災することに関しての危
機感は乏しい。今後は東日本大震災での教訓を生かして
派遣されたものが各部署での報告会などによる防災の啓
蒙を行うことや病院全体で防災訓練を行っていくことで
病院全体の災害対応能力を向上させていく必要がある。
■最後に
今回の東日本大震災において，多くの方々の尊い命が
奪われ，いまだ行方不明の方々も多数おられ甚大な被害
が生じましたことに改めて心より哀悼の意を表し，被災
された方々にお見舞いを申し上げます。
また富山大学附属病院における支援活動で，実際に支
援活動に参加いただいた皆様には多大なご尽力を賜りま
したことを御礼申し上げます。今回の活動は限られた人
員で日常業務をこなさなければならない中，派遣メン
バーを快く送り出してくださった院内各位の協力なくし
ては成し得ませんでした，また多くの方から物的，精神
的，金銭的にも後方支援をいただきました，あらためて
感謝申し上げますとともに，今後ともご協力のほどよろ
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しくお願い申し上げます。
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派遣先
（派遣依頼元）
派遣期間 職種 所属 氏名
DMAT
（厚生労働省）
３／１１－３／１４
医師 救急部 若杉 雅浩
医師 皮膚科 松井 恒太郎
看護師 東６階 山下 優子
看護師 西２階 松丘 かおり
調整員 総務企画Ｇ 波多野 貴大
３／１１－３／１５
医師 研修医 長妻 正浩
看護師 東６階 長澤 宏美
茨城県北医療センター
高萩協同病院
（筑波大学病院）
３／２１－３／２６
医師 小児科 種市 尋宙
医師 第二内科 大原 一将
調整員 管理Ｇ 佐野 和典
宮城県仙台市・石巻市・
気仙沼市
（東北大学病院）
３／２１－３／２６
医師 神経精神科 高橋 努
医師 神経精神科 松岡 理
３／２８－４／２ 医師 神経精神科 田仲 耕大
４／３－４／９ 医師 神経精神科 古市 厚志
４／１１－４／１６ 医師 神経精神科 中村 主計
４／１７－４／２２ 医師 神経精神科 宮西 知広
福島県いわき市
（富山県）
５／３－５／８ 医師 神経精神科 田仲 耕大
富山大学附属病院・東日本大震災医療支援本部
病院長 井上 博
救急部 奥寺 敬
若杉雅浩
有嶋拓郎
濱田浄司
精神神経科 鈴木道雄
看護部 板倉俊子
中山眞由美
事務部 藤原楠生
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岩手県釜石市
（岩手県／富山県厚生部）
３／２９－４／３
医師 救急部 若杉 雅浩
医師 総合診療部 山城 清二
調整員 医療サービスＧ 若月 孝人
看護師 西３階 道谷 和希子
看護師 救急部 中村 真弓
４／１４－４／２０
医師 救急部 若杉 雅浩
医師 研修医 今井 祐子
宮城県気仙沼市
（東北大学）
３／２８－４／１
医師 皮膚科 松井 恒太郎
医師 第一内科 岡澤 成祐
看護師 管理室 米道 智子
看護師 手術部 藤井 尚喜
薬剤師 薬剤部 村崎 善之
調整員 総務企画Ｇ 武田 正夫
４／１－４／５
医師 救急部 有嶋 拓郎
医師 第三内科 和田 暁法
看護師 管理室 中山 真由美
看護師 南４階 中山 郁代
薬剤師 薬剤部 青木 徹
調整員 管理G 清水 正啓
４／４－４／１０
医師 救急部 濱田 浄司
医師 和漢診療科 野上 達也
看護師 成人看護学２ 安田 智美
看護師 外来 水口 志賀子
調整員 総務企画Ｇ 前田 等
医師 研修医 鹿児山 浩
４／９－４／１５
医師 和漢診療科 井上 博喜
医師 第二内科 庵 弘幸
看護師 南２階 山田 多香子
看護師 放射線部 河合しのぶ
薬剤師 薬剤部 川尻 憲行
調整員 経営戦略Ｇ 吉田 拓人
４／１４－４／２０
医師 第三内科 田尻 和人
医師 第二内科 稲尾 杏子
看護師 東７階 松島 淳子
看護師 南５階 松島 由美
薬剤師 薬剤部 直井 一久
調整員 経営戦略Ｇ 鵜野 浩靖
４／１９－４／２５
医師 総合診療部 北 啓一朗
看護師 西５階 吉田 正子
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看護師 南７階 室谷 寛
薬剤師 薬剤部 近岡 伸悟
調整員 医療サービスＧ 細谷 晃
言語聴覚士 リハビリ 岩 亜輝子
４／２４－４／３０
医師 第一内科 篠田 晃一郎
医師 脳神経外科 杉森 道也
看護師 西７階 原 喜代美
看護師 南３階 平井 咲衣
薬剤師／研修医 研修医 奥村 麻衣子
調整員 医療サービスＧ 村井 厚志
薬剤師 薬剤部 高橋 則正
宮城県石巻市
（国立大学附属病院長会）
５／２０－５／２６
医師 救急部 濱田 浄司
医師 研修医 清水 英子
看護師 南７階病棟 室谷 寛
看護師 成人看護学科１ 四十竹 美千代
薬剤師 薬剤部 村崎 善之
調整員 総務企画Ｇ 石黒 義久
６／３－６／９
医師 和漢診療科 織田 聡
医師 神経内科 道具 伸浩
看護師 精神看護学 比嘉 勇人
看護師 東６階病棟 高土居 友美
薬剤師 薬剤部 高木 昭佳
調整員 総務企画Ｇ 松田 晃
７／５－７／１０
医師 小児科 足立 雄一
医師 第三内科 安藤 孝将
看護師 南３階病棟 平井 咲衣
看護師 西２階病棟 松丘 かおり
薬剤師 薬剤部 近岡 伸悟
調整員 医薬系学務Ｇ 斉藤 智明
茨城県北茨城市立病院
（全国医学部長病院長会議）
２０１２年２／１７－３／２ 医師 第二内科 沼 哲之
福島県双葉郡広野町体育館
（文部科学省）
６／２７－６／３０
医学部教授 放射線基礎医学 近藤 隆
診療放射線技師 放射線部 新谷 光夫
敬称略
医学部所属者も附属病院診療科で表記
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